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概  要 

 

兼六園の八重桜から分離した酵母（桜酵母）が、表皮細胞の増殖促進効果を

有し、皮膚のターンオーバーの促進に寄与できる可能性があることから皮膚外

用剤の有効成分（化粧品素材）として有用であることを見出した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

分離源の異なる石川県産酵母（3 種）と市販天然酵母（3 種）から肌への重

要な働きのあるアミノ酸、葉酸の含有量が最も優れた「桜酵母」を選抜した。

桜酵母の肌細胞への有効性を評価した結果、表皮細胞相対量はコントロールに

対して桜酵母 2%添加で 131%に増加し、表皮細胞の増殖促進効果が認めら

れた。 

本技術の 

有用性 

本技術は、化粧水や乳液等の基礎化粧品から医薬部外品まで幅広い皮膚外用

剤の有効成分として利用可能である。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

        

桜酵母の表皮細胞増殖促進効果   利用例：桜酵母配合のシートマスク 

適用可能製品 
・皮膚外用剤（化粧品、医薬部外品） 
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